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進捗報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ：2022 年 10 ⽉ 5 ⽇ 
● 事 業 名 ：こども⾷堂サポート機能設置事業 
● 資⾦分配団体 ：⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会 
● 実 ⾏ 団 体 ：⼀般社団法⼈こどもの居場所サポートおおさか  
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進
捗
状
況
＊ 

 

0101.「こども⾷堂等居
場所」を⽀える企業（ヒ
ト・モノ・カネ等）が集
まる 
 

①⽀援をしてもらった
「 こ ど も ⾷ 堂 等 居 場
所」の数 
②⽀援をした企業等の
数 
③⽀援をつなぐハブの
数 
 

①団体の数や割合や頻度
が 1 年⽬より 3 年⽬の⽅
が増えている 
②1 年⽬より 3 年⽬の⽅
が増えている 
③1 年⽬より 3 年⽬の⽅
が増えている 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

① 168 団体 
② 支援企業 72、個⼈ 4 
③ 9 …⼤阪市（中央区、東成区、旭区 2

か所、平野区、⻄淀川区）、堺市、⼋尾
市、泉佐野市 
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0102.地域に「こども⾷
堂等居場所」を運営し
たいという⼈（組織・機
関等）が増える 
 

①新しくできた「こど
も⾷堂等居場所」の数 
②こどもへの⾷提供を
新しく始めた居場所の
数 
 

①②1 年⽬よりも増加
し、今後も減少しない⾒
通しがある 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

① ② 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
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0103.新型コロナウイ
ルス感染拡⼤収束後も
こども⾷堂等居場所が
安定して活動できるよ
うになる 
 

①「こども⾷堂等居場
所」が⻑く続けられて
いる 
②「こども⾷堂等居場
所」が⽀援地域内に⼗
分な数存在している 
③「こども⾷堂等居場
所」の運営者が気持ち
よく運営している 
 

①活動年数や、中⽌した
団体数の割合を他地域と
⽐較する 
②1 年⽬より 3 年⽬の⽅
が活動団体数が増えてい
る 
③気持ちよく活動してい
るという回答が多い 
 

2022 年
3 ⽉ 
 

①②③ 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
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0104.こども⾷堂等居
場所が⽣鮮⾷品を含む
常温・冷蔵・冷凍の多様
な⾷材の寄付を受けら
れるようになる 
 

⽣鮮⾷品を含む冷凍・
冷蔵品の寄贈⾷品・ロ
ス⾷品の利活⽤実績と
して、 
①マッチングの物量 
②提供団体数（受け渡
す側・受け取る側）の変
化 

①⼤阪市内 6 か所の冷
凍・冷蔵庫設置場所を活
⽤し、冷凍・冷蔵⾷品の
寄贈と提供を継続的に⾏
うことができる 
②⾝近な所に提供場所を
設置するとともに、希望
団体には⾞で直接配送す

2021 年
10 ⽉ 
 

① 約 400t 
・タクシー会社（第⼀交通）や運送会社（旭
ロジ）に新たに配送活動を担ってもらえる
ようになった。 
② ③提供回数、2020 年 235 回、2021 年
967 回、2022 年（8月まで）715 回 

・必要な団体には、随時⾞で配送してい
る。 
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③こども⾷堂等居場所
への⾷材提供頻度 
 

ることで、必要な団体に
必要なときに届く体制が
できる 
③提供体制を整え、企業
等への寄贈の呼びかけを
増やすことで、活動団体
が必要な提供を受けるこ
とができ、⾷材費の持ち
出しが低減する 

〇「中央区⼦どもの居場所連絡会」のフー
ドパントリーに物資提供 
〇「⻄成区困窮者」のフードパントリーに
物資提供 
 

0201.学校が「こども⾷
堂等居場所」のことを
伝えてくれるようにな
る 
 

学校と「こども⾷堂等
居場所」の連携がうま
くいったエピソード 
 

運営者と学校関係者がこ
どものことを話し合える
場がある 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで、ネットワ
ークについて議論を深める。 
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0202.学校以外の様々
なところが「こども⾷
堂等居場所」のことを
伝えてくれるようにな

学校以外の様々なとこ
ろと「こども⾷堂等居
場所」の連携がうまく
いったエピソード 

連携がうまくいったエピ
ソードがたくさん集まる 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
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る  〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで、ネットワ
ークについて議論を深める。 
 

0203.「こども⾷堂等居
場所」が望む社会資源
（商店会や児童館，学
校，学童，こどもクラブ
など）とつながること
ができる 
 

「 こ ど も ⾷ 堂 等 居 場
所」と望む社会資源と
の連携がうまくいった
エピソード 
 
 
 

連携がうまくいったエピ
ソードがたくさん集まる 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉にアンケート実施予定 
〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで、ネットワ
ークについて議論を深める。 
 

 

0204.地域住⺠が「こど
も⾷堂等居場所」を理
解し，協⼒的になる 
 

「 こ ど も ⾷ 堂 等 居 場
所」と地域住⺠との連
携がうまくいったエピ
ソード 
 

連携がうまくいったエピ
ソードがたくさん集まる 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
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〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで、ネットワ
ークについて議論を深める。 
 

0301.「こども⾷堂等居
場所」の活動者が⼗分
なスキルを有している
（ こ こ で の スキル と
は，こどもの話に⽿を
傾けるや⾊々な気づき
を得られる，など様々） 
 

①スキルのある orない
活動者がいるかどうか 
 

①参加しているこどもの
ことについて、話し合え
る場がある 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
〇2022 年 8 ⽉の全国調査を分析 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 
〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで議論を深
める。 
 

 

0302.地域に多様な「こ
ども⾷堂等居場所」が
できる（⾊々な⼈が参
加できるような） 
 

①各「こども⾷堂等居
場所」の強み 
②区内の「こども⾷堂
等居場所」でいい連携
をとることができてい
るか 
 

①②地域内の「こども⾷
堂等居場所」が互いの強
みを共有し、連携できる
場がある 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇⾷でつながるフェスタおおさか・グルー
プワーク（4/10：参加者 83 名） 

〇学習会「こどもの居場所活動がおこなう
個別⽀援」（6/12：参加者 33 名） 
〇2022 年 11 ⽉に個別⽀援に取り組んで
いる団体との意⾒交換を⾏う。 
〇2022 年 12 ⽉の⾷フェスタで、ネットワ
ークについて議論を深める。 
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0303.「こども⾷堂等居
場所」が広い意味での
「⾷育」のことも理解
し、楽しい⾷卓を囲む
きっかけをつくること
ができる 
 

関わっているこどもた
ちの経年の変化のエピ
ソードを集める 
 

コロナ禍以後もそういっ
た⾷の機会が提供されて
いるエピソードがある 
 

2023 年
3 ⽉ 
 

〇たこ焼きプロジェクト（5/15coop ⽟出
会館：約 50 名、7/3 ⻄成区北津守⽼⼈憩
いの家：約 40 名） 
〇⾷育のための出前料理教室を実施する
ところまで準備していたが（8 ⽉）、新型
コロナウイルス感染再拡⼤により延期
（10 ⽉予定）となった。 
〇2022 年 11 ⽉アンケート実施予定 

 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
  
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
 

  
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
〇⼤阪府「令和 4 年度 NPO等活動⽀援による社会課題解決事業」採択に伴う情報掲載 
・オンラインライブ「クラウドファンディングを活⽤したコロナ禍における社会課題解決とは？」（2022 年 5 ⽉ 31 ⽇） 
 

2.広報制作物等 
   ・通信 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
   ・⾷でつながるフェスタおおさか（2022 年 4 ⽉ 10 ⽇）、2021 年度ヒアリング・アンケート報告、グループワーク …参加者 83 名 
   ・こどもの居場所活動がおこなう個別⽀援（2022 年 6 ⽉ 12 ⽇） 
   ・「『⼤阪の 250 のこども⾷堂に⾷料を届ける仕組み』づくりを詳しく話します。」オンライン（2022 年 6 ⽉ 17 ⽇）参加者 10 名 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

   


